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修 辞 と 行 為
『マ クベ ス』 試論
山 津 さゆ り
武将マ クベ スは悪 業の 限 りを尽 くし,ひ たす ら破局へ と突 き進 んで いっ
たのだが,言 葉 に魅 入 られ るとい う性質 があ ったこ とが,そ の原 因の一つ
であった よ うに思われ る。 この小論 では,こ の こ とを考察 して みた い。
この劇 に おいてマ スベ スは,登 場す るや 否や"SofoulandfairadayI
havenotseen."(1。iii.38)1)とい うような瞹眛 な台詞 を吐 く。Edward
Dowdenの解釈 に従 うな らば,こ の台詞 は,魔 女 の"Fairisfoul,and
foulisfair."(1.i.11)とい う台詞 に呼応 して お り,そ れ はマ クベ スが魔 女
に遭遇す る前に既 に魔 女の世 界に精神 的 に引 き込 まれ ている こと を暗示 し
て いる,と い うこ とに なってい る。2)しか しなが ら,こ こでは,マ クベ ス
の この台詞 を彼 あ言葉 に魅 入 られ る性質 を示 す もの として解釈 してみ たい。
天候 のこ とか,戦 況の こ とか よ くわか らない とされてい るが,一 つ の修辞
的表現 として見 る ことが で きるのは確か であ る。"foul"と"fair"の対立 を
乗 り越 えて,秩 序 を生 み出す こ とも可能 であ ろ うが,マ クベ スは,そ れが
で きずに この修 辞に よって無秩序 と混乱 の世 界に向か って い くこ とに な る
のであ る。
1
マクベスは,彼 の最初の台詞によって象徴 されているように,墮 あ
るいは言葉への執着が強いのだが,そ れはまた,魔 女 との最初の遭遇にお
いて唐突に与えられた予言に対する思い入れの激 しさの中に も現われてい
る。
第一幕第三場においてグラミスの領主であるマ クベスは,バ ンクォー と
ともに凱旋 していると,彼 らを待ち受けていた魔女たちによって"Thane
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ofGlamis"(1.iii.48),"ThaneofCawdor"(4'9),"thatshaltbeKinghere-
after"(50)と呼 ば れ る 。 し か し,こ れ に 対 し て マ ク ベ ス は 即 座 に 答 え る こ
と が で き な い の で あ る 。 こ の 時 の マ クベ ス の 様 子 は,バ ン ク ォ ー の"Good
Sir,whydoyoustart,andseemtofear/Thingsthatdosoundsofair?"
(1.iii.51・2)や"Heseemsraptwithal."(1.iii.57)とい う言 葉 か ら わ か る 。
マ ク ベ ス は,魔 女 た ち の 予 言 に 心 を奪 わ れ,冷 静 に 対 処 す る こ とが で き な
い の で あ る 。 彼 は,言 葉 に 対曝 .区応 蝦 長鴬 嬉 蕪 鰓 勲 に,自 分 の 動 揺 ぶ栖鯉一
りを他 人に知 られる ままに して しまって いるの である。LilyB.Campbell
は,こ の場面 に関 して次の よ うに述 べて いる。
It is necessary to note carefully that this scene emphasizes from the 
beginning, therefore, the fear that appears in  Macbeth  just as his 
rash military courage appeared in the preceding  scene.  3)
Campbel1は,マクベスの動揺の中に,恐 怖心 を読み とっているのだが,
私は,,マ クベスが恐怖心のために心 を奪われた状態になっていると解釈す
る よりも,言葉 を強 く受け取めすぎる性質のために,言 葉からの衝撃力を
理性的にかわすことができずに予言の内容 を真向から受け取め,そ れに心
を奪われてしまっているのだ と解釈 したい。
同じように魔女に出会い,予 言を聞いて も,バ ンクォーは,マ クベスに
比べ ると非常に冷静である。マ クベスが実際にコーダの領主になるとの知
らせ を受けて,王位に対 しても期待 し始め ると,バ ンクォーは,次 のよう
に忠告 を与える。
   Oftentimes, to win us to our  harm, 
The instruments of Darkness tell us  truths  ; 
Win us with honest trifles, to betray's 
In deepest consequence. (I. iii. 123-6)
彼は,魔 女 というものを冷静に分析し,彼 らの言葉にのめ り込むことはな
い 。
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マ クベ ス の言葉 に対 す る執着 の強 さは,次 の よ うな台詞 に も見 られ る。
This supernatural soliciting 
Cannot be  ill  ; cannot be  good  :   
If ill, why hath it given me earnest of success, 
Commencing in a truth? I am Thane of  Cawdor  : 
If good, why do I yield to that suggestion 
Whose horrid image doth unfix my hair, 
And make my seated heart knock at my ribs, 
Against the use of nature? Present fears 
Are less than horrible imaginings. 
My thought, whose murther yet is but fantastical, 
Shakes so my single state of man, 
That function is smother' d in surmise, 
And nothing is, but what is not. (I. iii.  130-42)
これ は,マ クベ スの心の 中で,王 を殺 そ う とい う気持 ちが強 まつた時.め台
詞 であ る。D.A.Traversiは,この 台詞 には"theshakingtoitsfounda-
tionsofwhathasbeenaharmoniouspersonality"が表現 されてい る と
指摘 して い`る汐,4)私には,そ の 原 因 とな る言葉に対す る執着 の強 さか表
わ されて い るように思われ る。 この台詞 の 中には,魔 女の予言 に対 す る反
応の激 しさ と,修 辞 に対す るのめ り込 みの強 さが認 め られ る。
この台詞 は,"Ifill,…"や"Ifgood,…"などの表 現か らもわか るよ う
に,一 見,分 析 的 であるか の ように見え るが,全 体 として は,激 しい動揺,
あ るいは興奮 とい った,収 拾 のつか ない混乱 した感覚 を我々 に感 じさせ る。
"unfixmyhair"とか make
.my,seatedheartknockatmyribs"とい う
表現 には,動 物 的 な激 しい反応の よ うな もの さ.え感 じられ る6Traversiが
"Thereisatremendoussenseofheightenedanimalfeelingaboutthe
unfixedhairandthehammeringoftheheart."5)と言 ってい るのは,非
常に適切 な も.のである。マ クベ スの様子 を見て;バ ンクォーが"Look,how
ourpartner'srapt."(1.iii.143)と言 って いるこ とか ら もわか るように,マ
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クベ スはす っか り心 を奪われ ているので ある。魔女 の予言 を聞いて立 ちす
くんでい るマ クベ ス をバ ン クォー は"Heseemsraptwithal."(1.iii.57)と
言 ったが,こ こで もまた彼 は,マ クベ スの様子 を"rapt"だと言 うの であ
る。 この こ とか らも,マ クベ スが こ こで も,魔 女 の予 言に対 して,い か に
体 ご と激 し く反応 して いるか とい うことが わか る。 この"rapt"とい う言
葉 は,マ クベス の言葉 に対す る異様 な までの のめ り込 み を表 わす,見 逃 し
てはな らな い言葉 であ る。 そ してこれほ どまでに大 きな内的エ ネルギー も
外へ 向か う時,善 の方 向に向かわず に,た だ渦巻 きなが ら,混 沌 とした世
界に突進 してい くだけなのであ る。
また,先 に引用 した長 い独 白の中には"Nothingis,butwhatisnot."
とい うわか りに くい表現が あ り,そ れに関 してG.WilsonKnightが"Re-
alityandunrealitychangeplaces."6)と述べ てい るよ うに,1確かにマ クベ
スに とっ,て,"nothing"非現 実 であ る,王 殺 し どい う恐 るべ き妄想 が現実
の ものにな るのだ とい うことを読み とる ζとが で きる。 しか し,そ れは決
して否 めな いけれ ど も,マ クベスが その ような韜晦 的表 現 を用 いてい るこ
と自体 に まず着 目す る ことが重要 である ように思 われ る。彼 はその ような
表現 に よって 自分 自身 をも不 明瞭 に して しまって いる とい うこ と;つ まり,
それに よって ます ます 混乱状態 に陥 ってい る とい うこ とが言 えるので ある。
彼 は言葉,あ るいは修辞 にのめ り込 みす ぎるこ とによって,'かえって冷静
な判 断 を欠 いて悪へ 向か うこ とにな るのであ る。
この よ うにマ クベ スは,修 辞へ の強い執 着 あるいは,言 葉 に対す る激 し
い反応に よって王殺 しという悪 に向か うベ ク トル をしっか りと定め て しま
うことに な るの である。
II
マクベスは,こ うしていよいよ王の暗殺に向か うのであるが,す んな り
とや ってのけるわけではない。彼は王 を殺そ うと決意 した後 もため らい,
殺害後には反省をする。それでは次に,彼 のため らいや反省において,い
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か に修 辞へ の執着が 見 られ るか とい うこ とを考 察 して みたい。
第一幕 第七場 の冒頭 に,二 十 八行 にわ たるマ クベス の独 白があ る。そ こ
で彼 は,王 殺 しに心 が向いて い るものの,悪 業 の報 いを考 えて,王 殺 しを
決行す るこ とをため らって いるのであ るが,こ の時の彼 の修辞 へ の執 着は
尋常の ものでは ない。 この独 白に関 して,JohnBaxterが,"Thisspeech,
ofcourse,hascommandedanenormousvolumeofcommentary,much
ofitdevotedtointerpretingitsextraordinaryimagery。"7)と述べ て い
るよ うに,「この 台詞 におけ るイ メジャ リー の異常 さは,そ れほ ど注 目すべ
き ものなの であるが,私 はマ クベ スの修 辞へ の傾倒 は,そ の よ うな異常 な
イメジ ャ リー だけに限 られ る ものではな いこ とに も注 目したい。
"Ifitweredone
,when'tisdone,..."(1.vi量.1)とい う台詞 を見てみ る
と,二 つ の"done"の意味 に違 いがあ るこ とがわか る。ペ ンギン版 の注 を
参照す るど"ifthedoingofthedeed・weretheendofit"8)と言 い替 えて
あるよ うに,最 初 の ∫`done"は,「終 わ った」 とい う意 味 で あ り,後 の
"done"は
,「なされた」 とい う意味 なの であ る。 この ようにマ クベ スは非
常 に簡単 な表現 の中で さえ,"done"を二 つ の 意 味 で用 い る とい.う1ように,
修辞 に凝って いるので ある。
マ クベ スが 異常 なイ メジャリー を用 いて い る箇所 に関 しては,特 に"Pity,
likea・nakednew-bombabe;/Stridingtheblast"(1.vii.21-2)に注 目し
てみたい。D.A.Traversiは,このせ りふ につ いて,`The"new-bombabe"
becomes,inhisdistraughtimagination,anavengingpower"striding
theblast."'9)と述べ ている。Traversiは,この 台詞 を述べ た時のマ クベ
スの精神状 態が,狂 気 のよ うな状態 であった と考 えてい るよ うであ るが,
私 は,こ こにはマ クベ スの内的エ ネルギー の強烈 さが認め られ る と思 う。
"anakednew-bombabe"は,"pity"の比喩 なのだが,そ れが"blast"と
い う強いイ メー ジ をもつ ものの力 を しのいで,そ れに またが るとい う,普
通 では考 えられない イメジャ リーに,マ クベ ス 自身の強烈 なエ ネル ギーが
反映 されて いる.と言 って もよい よ うに思 われ る。
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このように,暗殺 をため らうマクベスの独白において,異 常なイメジャ
リーには もちろんのこと,簡単な表現にまで,彼 の尋常ならざる修辞への
のめ り込みが見出せ るのである。ため らいとい う,本来弱い性質のものに,
修辞への激 しい傾倒の もつ強烈なエネルギーが渦巻いているのである。そ
して,こ の内在するエネルギーが,最 後まで悪業 をし続けるエネルギー と
なってい くのである。
このようなエネルギーは,王 殺害後の反省と思われる台詞にも見られる。
マクベスがダンカン王を暗殺 した直後,血 に染 まった両手 を見つめなが ら,
Will all great Neptune's ocean wash this blood 
Clean from my  hand  ? No, this my hand will rather 
The multitudinous seas incarnadine, 
Making the green one red. (II. ii. 59-62)
と煩 悶 して言 う台詞 を挙 げるこ とがで きる。この 台詞 の後半 の部分 に関 し
て,HaroldC,Goddardは,マクベス夫 人の台詞 を引合 いに出 しなが ら,
次 の ように指摘 してい る。
When Lady Macbeth, in the end, attains the same insight that is 
 Macbeth's instantly — "all the perfumes of Arabia will not sweeten 
this little hand" — she does not pass, it is to be noted, to the second 
part of the generalization. It is this defect in imagination that makes 
her, if a more pathetic, a less tragic figure than her  husband.1°)
Goddardは,マクベ ス夫入 には,マ クベ ス と比較す ると,自 分の 罪が 人
間を含 めて他 の ものすべ て を汚 して しま うので はないか という深い反省か
ない と言 って いるのであ る。私 は この指摘 は正 しい と思 うが,マ クベ スの
台詞 の後半の部分 に見 られ る修辞 のス ケー ルの大 きさに着 目してみ たい。
海全体 が真赤 になる とい うイ メー ジだけ で も強 烈なのだが,そ の強 烈 さは,
そ こに使 われ ている語に よって,さ らに一 層強 い もの となっている。"mul-
titudinous"や"incamadine"だけでは,場 違 いであ るとか衒学的 であ る
とい う 印象 の 方が 強 くなる か も しれな いが,"green"や"red"とい っ
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た平易 な語 を対 照させ るこ とによって,力 強い もの となってい る。 同時に
"green"や"red"とい う言葉 も前 の二つ の多音節 の言葉 と対 照 され るこ と
に よって,力 強 い ものにな って いる。
ここで も,修 辞へ の執着 が見 られ,ひ いて は行動 の際のエ ネルギーが感
じられ る。Goddardは,先に挙げ た引用の最後で,マ クベ ス夫 人は,マ ク
ベ ス よ りも"pathetic"である として も,マ クベ スほ ど"tragic"ではな い
と述 べて い るが,こ れはマ クベ ス夫 人にはマ クベ スほ どのエネ ルギーが な
か った とい っこ とに通 じるであ ろっ。
暗殺前のマクベスの勘 砂 や暗 難 の彼の反省と見られる台p7にお
いて,修 辞への②め り込み と,,さらに進んで,行 動岱騨 り立てるsネ ルギ
ーが認められることを考察 してきた。ここでもう.一つ,マ クベスのためら
い,反省 を表わす台詞 と一緒に考察しておくべ き,述懐を表わす台詞,つ
まり,第五幕第五場における有名な述懐の台詞について論 じてみたい。
マクベスは,劇 もクライマ ックス となり,マ クベス夫人の死 を知 らされ,
人生 というものに対する述懐 を独 白する。
To-morrow, and to-morrow, and to-morrow, 
Creeps in this petty pace from day to day, 
To the last syllable of recorded  time  ;
And all our yesterdays have lighted fools 
The way to dusty death. Out, out, brief  candle  !
Life's but a walking  shadow  ; a poor player, 
That struts and frets his hour upon the stage, 
And then is heard no  more  : it is a tale 
Told by an idiot, full of sound and fury, 
Signifying nothing. (V. v. 19-28)
この台詞に 関 して,G.WilsonKnightは,次の よ うに述べ てい る。
He finds peace in the profundities of his own nihilistic  death-
experience : death and  'nothing' are  realities  : life has no  meaning.11)
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確か に,マ クベ ス は人生 を一切 無 に帰 してい るのであ る。 この ような 人生
観 は,あ ま り感 心 できない ものだが,し ば しば人生 に絶望 した時に抱 く人
生観 の表現 としては非常 にす ぐれ た ものであ る。 この独 白に も,そ れ ほど
卓越 した表現 を生 み 出す,マ クベス の修辞へ の執着 が感 じられ る。
それでは,こ の独 白におけ るマ クベ スの レ トリックを詳 し く考察 してみ
たい。既 に論 じた"Pity,likeanakednew・bornbabe,/Stridingthe
blast"(1.vii.21-2)のよ うな異常 なイ メジャ リー に比べ る と,"To-morrow,
_"の 台詞 には,全 体 としてはその よ うな誰 に も思 い付 かな いよ うな尋常
で ないイ メジャ リー あ るい は比喩 はない。人生 を舞台に,人 間 を役 者 にた
とえた りす るのは,誰 で も思 い付 く比 喩であ る。 また,使 われてい る語 を
見 て も,全 体 的には非常 に簡潔 で平 易な もの である。,しか し,そ の よ うな
あ りふれた比 喩や,簡 潔で平易な語 に も非常 な王 夫がな され ているの で,
人生に対す る虚 無的 態度の力強 い表現 となってい る。 これは修 辞に対 して
異常 な までに執 着す るマ クベ スだか らこそで きるこ となの であ る。
その工夫 め うちの二,三 の例 を考 えてみ よ う。"Out,out,briefcandle!"
とい う台詞 を見 る と,"out"とい う語 が,非 常 に簡潔 であるに もか か わ ら
ず,強 烈な衝撃 波 で我 々の心 を打つ 。そ して,"out"とい う簡潔 な語 と,
「短 い」 とい う意味 を もち,さ らに言葉 自体 簡潔 な"brief"とい う語 の呼
応 が,こ の一行 の台詞 の表わす絶望感 をなお一層 強めて いるの である。 ま
た,"strutsandfrets"とい う簡潔 で しか も印象的 な言葉 も,使 えそ うで使
えない言葉 であ る。
この ように全体 的 に簡 潔 さの際立 った独 白に も,"signifying"とい う多
音節 の凝 っ牟語 が,最 後に対照的 に使 われて いる。意 味 を満足 させ るだけ
で よいのな らば,"meaning"を代用 して もよか ったであ ろうが,"signifing"
とい、う力の こ もった,ず っ し りとした重 みの ある語 を用い るこ とによ って,
そのす ぐ後の"nothing"を強調 してい るの であ る。"signifying"と言 って
我 々に何 か有意 味な もの を大いに期待 させ てお いて,"nothing"と言 い,
その大 きなずれ に よって,"nothing"を印象づ けてい る。
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マ クベ スが 人生 を虚無 的に述懐 す るこの独 白に も,上 で述べ た ように,
彼の修辞 に対す る執 着が 見 られ,そ の際 のエネル ギー は強烈 な もの である。
マ クベ スは一 見,肩 を落 とし,弱 々 しく人生 を述懐 してい るが,修 辞 に対
す る執着 を通 して,内 在す るエ ネルギー を我々 に感 じさせ て い るよ うに思
われ る。
"To-morrow,..."の台詞 は,マ クベ スがマ クベ ス夫人の死 の知 らせ を
受け た直後 に吐か れた もので あ り,多 くの批評 家は,マ クベ スが夫 人の死
を深刻 に受 け取め てい ない と考 えてい るよ うであ るが,私 は必ず しもそ う
は思 わない。第五 幕第三場 において も,沈 んで人生 を述懐 して いる台詞が
ある。
I have liv' d long  enough  : my way of life 
Is fall' n into the sere, the yellow  leaf  ; 
And that which should accompany old age, 
As honour, love, obedience, troops of friends, 
I must not look to have. (V. iii. 22-6)
マ クベ スは,自 分 の味方が 少な くな る上 に,イ ングラ ン ド兵が押 し寄せ て
来 た とい う知 らせ を聞 いて,か な り動揺 し,う ち沈 んで 自分の 人生 を省 み
て いるので ある。 この台詞 と"To・morrow,..."の台詞 を比べ て見 る時,
同 じよ うに意気 消沈 して人生 を述懐 して いて も,後 者 の方 が前者 よ りは る
か に深 みが ある とい うこ とは明 らか であろ う。WilberSandersは,前者 に
関 して,"OnemayfeelthattheMacbethofActVhasfinally`grown
up'."12)と述 べ,マ クベ スに成長 と言え るよ うな もの を感 じとってい る。
しか し,私 には,た とえマ クベ スに成長 があ った として も,そ の台詞 はマ
クベ スの最終 的 な成長 を感 じさせ るほ ど,深 み のあ るもの ではない よ うに
思 われ る。 そ こか ら,"To・morrow,_"の台詞 に感 じられ る ようなエ ネ
ル ギー は感 じられ ない。そ こに あるのは,た だの平凡 な表現 であ り,疲 労
感の よ うな もの を感 じさせ るだ けであ る。
"To・morrow,..."の台詞 に,そ れ をは るか に越 える深 みや エ ネル ギー
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が感 じられ るのは,マ クベ スが夫 人の死 を非常 に 深刻 に受 け取 めてい るか
らこそなの であ る。 多 くの批 評家た ちがマ クベ ス が夫 人の死 を深刻 に受け
取 めていな い と考 えたの ももっともな こ とで,確 かに,夫 人の死 の知 らせ
を受 け る前 に もマ クベ スは,"Direness,faml耳aftomyslaughterous
thoughts/Cannotoncestartme。"(V.v.14-5)と言 っている。 しか し,
この よ うに ロでは恐怖 に対 して無感覚 にな った 自己 を冷静 に語 って いるよ
うであ って も,夫 人 の死 に対 してはや は り,激 しい感情 の高ぶ りを隠 しき
れない。冷 静な 台詞 の後 だけに,"To-morrow,..."の台詞 の裏 に秘め ら
れた感情 の高ぶ りを見抜 くのは容易 ではな いが,こ の 台詞 に関 して既 に見
た よ うな修 辞へ の執着 を通 して,そ の激 しい感情 の高 ぶ りが,強 烈 なエネ
ル ギー とな って,我 々に伝 わ って くるので ある。夫 人の死 に対 して淡 々 と
してい るように見 えるが,こ の台詞 に内在す るエ ネルギー を認め るこ とに
よって,夫 人の死 に対 す るマ クベ スの精 神的打 撃 の大 きさをも察知す るこ
とが で きるの である。
私 は ここまで,マ クベ スのため らいや,反 省,述 懐 の台詞 に見 られ る修
辞へ の執 着 を見,そ して その中に,行 動 へ のエ ネルギー を見 て きた。 これ
は悪 人 と してのエネル ギー であった とは いえ,そ のエネル ギー の大 きさは
認 め ざるを得 ない。
III
この よ うにマ クベ スは,修 辞 に対 して激 し くのめ り込 んだのだが,あ ま
りに執着 しす ぎて いるために,あ るいは,執 着 して いるわ りには,他 の者
の比喩 が見抜け ない とい う事態が生 じた。 第四幕 第一場 で魔 女た ちの呼 び
出した幻影 た ちが与 えた二つの予 言,っ ま り,"Noneofwomanborn/
ShallharmMacbeth."(IV.i.80-1)と"Macbethshallnevervanquish'd
be,until/GreatBirnamwoodtohighDunsinanehill/Shallcome
againsthim."(IV.i.92-4)に対 してマ クベ スは全 く不審 を抱 くこ とな く,
それ どこ ろか手離 しに 自分 の安 泰 を喜 ぶ。彼 は,前 者 の予 言につ いては,
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"womanbom"でない者 な どいるはずが ない と速 断 して しまうの である
。
彼 に とって,"womanbom"の 者 とはす べ て の 人間 であって,帝 王切 開
で生 まれ る者に まで思 い至 らないの である。そ して,後 者 の予言 につ いて
は,森 が動 くな どあ り得 な いか ら大 丈夫 だ と信 じ込む だけで,な ぜ わ ざわ
ざ 「バー ナムの森が攻 めて来 るまでは」 と制 限 されて いるのか と疑 うこと
もな く,「森 が攻 めて くる」 とい う表 現が戦 いにおけ る トリックの メタフ ァ
ー である とは夢 に も思 ってい ないのであ る。
あれ ほ どレ トリックに執着 し,メ タフ ァー に満 ちた台詞 を吐 くマ クベ ス
が,自 分 自身に与 えられ た予 言の メ タフ ァー を見 抜 くこ とが で きず,そ れ
を ただ 現 実 を述 べた普通 の表現 と して 解釈 して しまってい るの であ る。
JamesC.Bulmanは,"Hisinsistenceonthevalidityoftheproph-
eciesmaybemorerhetoricalthansubstantial,adesperateattemptto
deludehimselfaswellashisfollowers."13)と指摘 し,マ クベ スが予言 を
信 じて いるのは見せ かけ だ として い るが,私 は,マ クベ ス は予 言の比喩 を
見破 れず に,"substantial"に予言 を信 じて いるのだ と思 う。
マ クベ スは,こ うして与 え られ た予 言の比喩 を見抜 くこ とが で きな いま
ま予 言 を信 じ続 け,そ れに土壇場 で裏 切 られ,自 滅す る。彼 の,行為 へのエ
ネルギー を内在 させ る修 辞へ の執 着が致 命的打撃 をもた らして行為 を終結
させ るとい う皮 肉な結果 となってい る。
修辞,あ るいは言葉に対す る異常 なまでの執着 は,マ クベ スを悪 の方 向
に向か わせ,ま た,そ れ に内在す る行動へ のエネ ルギーに よって,彼 に悪
人 な りの奥 深 さ を与 えて いる。彼は,た め らい,反 省 し,述 懐 しなが ら,
また,そ こに悪業 を貫 くエ ネル ギー を秘 め,己 れ の修辞 に よる失敗 が招 く
こ とにな る最期 に至 るまで,武 人 と して生 き抜 くのであ る。
I pull in resolution.    
. . . Arm, arm, and  out  ! ... 
I'gin to be aweary of the sun,    
. . . Blow,  wind  ! come,  wrack  !
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At least  we'll die with harness on our back.
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(V. v. 42-52)
HaroldC.Goddardが言 って いる よ うに,マ クベ ス の この 台詞 には,
"oscillations"が見 られ るが
,14)動揺 が あ っ て も,最 期 まで武 人 と して行
動 を貫 こ うとす るエ ネル ギーが ここに も見 られ る。
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